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<要  約>

 2001年3月 期から実施された有価証券の時価評価につづき,2006年3月 期からの導入が決まって

いる減損会計に関する問題は,取 得原価主義を基盤として損益計算を行ってきた会計システムに,

極めて大きな影響を投げかけている。本稿では,資 産の時価評価に関する会計処理の方法がイギリ

スの簿記書においていつ頃登場してきたかを中心に分析した。

 本来,資 産評価が問題になるのは,短 期に回転する棚卸資産ではなく,主 に固定資産に関してで
                              フィックスドコアセッツ

あ る。事 実,固 定 資産 に対 す る時価 評価 は,棚 卸 資産 よ りも先行 し,固 定 資 産 とい う概 念 自体

は まだ用 い られ て い ない が,す でに17世 紀 後 半 の モ ンテー ジの 『簡 単 な借 方 と貸 方 』 （1683）で 見

られ,マ ル コム の 『簿 記 あ るい は商 人 の勘 定 に 関す る論 述 』 （1731）で は,そ の 本文 中で 説明 され

てい る。 しか しなが ら,固 定 資産勘 定 が純粋 の 資産勘 定 として純化 され るの は,19世 紀 前半 の鉄 道

業 を中心 に した減価 償 却 の会 計処 理 が登 場 して きてか らの こ とであ る。

 棚 卸 資産 の時価 評価 を明確 に説 い た文献 は,ヘ イズ の 『現 代 簿記 』 （1731）が最 も初期 の一 冊 で

あ る。 そ こでは,売 却 可 能 な市 場価 格 で 評価 替 えされ,ハ ミル トンの 『商業 入 門』 （1777）では,

再調 達 原価 での評 価替 えが説 明 されて い る。
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 時価主 義,時 価 評価,取 得 原 価主 義,取 得 原価 評価,固 定 資産,棚 卸資産,ヘ イズ,マ ル コム,

メイヤー,ハ ミル トン

1.は じめ に

 等 しく資産評価 といって も,短 期 に売却 される棚卸資産は,長 期 にわた り保有される固定資産 と

は異なり,概 して,そ の評価が損益計算に影響 を及ぼすことは少ない。 したがって,資 産評価の問

題は,固 定資産の費用配分計算がクローズアップされるに至る19世 紀前半になってからと理解 して

大 きな問題は無い。 しか し,厂今世紀に至 る前までは,評 価に関する問題が無かったわけではない

が,ほ とん ど目だつほどのことは無かった。……[な ぜ なら]20世 紀に入 る前 までは,固 定資産
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[に関していえば],… …使用財産の評価ならびに勘定記入は,棚 卸資産 として とり扱 うのが普通で
                      1）
あった」 というリトル トンの指摘 を待つ までもなく,19世 紀以前においてもすでに資産 を時価評価

する会計手続きの説明が散見される。事実,当 時の簿記書を分析すれば,18世 紀までの家畜や備品

あるいは建物,船 といった資産に関する諸勘定は,商 品 と同様に混合勘定 として取 り扱われていた

のがわかる。

 イギリスにおいて固定資産の重要性が認識 され,そ の評価に関する問題が具体的に勘定科 目の中

に登場 して くるのは,産 業革命以降の膨大な固定資産 を必要 とした巨大企業の会計実務においてで

あった。すなわち,18世 紀の後半 とりわけ19世 紀前半以降に登場する運河,鉄 道,製 鉄,石 炭等の

各企業では,設 備投資のために巨額の資金が要求され,そ の評価が企業損益に大きな影響 を及ぼす

に至ったからである。 しか し,そ れが原因であったのか否かは別にして,「18世 紀[ま で]の[簿
          フィックスド●アセッツ                             2）

記 書 の]著 者 た ち は,『 固 定 資 産 』 とい う用 語 を用 い て い な か っ た」 とい うの が 今 日 ま で の 一 般

的 な解 釈 で あ る。

 本 稿 で は,19世 紀 に至 る ま で の イ ギ リス簿 記 書 の 分 析 を通 して,減 価 償 却 が 生 成 す る まで の,資

                               3）

産 の 時 価 に よ る評 価 替 えの 歴 史 的 な 変 遷 過 程 を検 討 して行 くこ とに す る。

2.取 得原価による棚卸商品の評価

（1） 16-17世 紀 の期 末 棚 卸 商 品 の評 価

 売 残 商 品 を認 識 し,売 上 収 益 と仕 入 原 価 で は な く売 上 原 価 を対 応 させ て期 間 損 益 を算 出 す る方 法

を明確 に 説 い た 最 初 の 簿 記 書 は,1543年 ア ン トワー プ で,彼 の死 後 未 亡 人 の 手 に よ っ て 出 版 さ れ た

                                    4）

イ ン ピ ン （Christofells Jan YMPYN） の 簿 記 書 『新 しい 手 引 き』 （Nieuwe Instructie） で あ る。 フ ラ

ン ス語 版 の 取 引 例 示 は,1542年12月28日 か ら1543年8月31日 まで の 約8ヶ 月 間 の 取 引 が 掲 げ られ,

各 勘 定 の締 切 は,8月31日 付 け で行 わ れ て い る。

 当期 の売 残 商 品,す なわ ち 宝石,イ ギ リス産 オ ス タ ー ド,フ ラ ン ダー ス産 ラ シ ャ,グ レー の フ ラ

イ ズ,う ね 織 の タ フ タ,オ ラ ン ダ 産 リネ ン の 各 勘 定 の期 末 残 高 の合 計 額349リ ー ヴ ル ・1ス ー ・8ド

1） 片 野 一 郎 訳 『リ トル ト ン 会 計 発 達 史 』 同 文 舘,昭 和48年 （第16刷,初 版 昭 和27年 ）,239-41頁 。

 LITTLETON, A. C., Accounting Evolution to 1900, New York,1933, p.151.

2）MEPHAM, Michael, Acccounting in Eghteenth Century Scotland, New York&London,1988,

 p.216.

3） 棚 卸 商 品 の 期 末 評 価 に つ い て は,拙 稿 「16-18世 紀 イ ギ リス 簿 記 書 に み る売 残 商 品 の 評 価 方 法 」

 『大 阪 経 大 論 集 』 第50巻 第6号,2000年3月,「 イ ン ピ ン簿 記 書 に お け る売 残 商 品 の 評 価 方 法 」 『大 阪

 経 大 論 集 』 第31巻 第5号,2001年1月,を 参 照 。

4） 本 書 は先 ず1543年 に オ ラ ン ダ語 版 （Nieuwe Instyuctie） と して 出版 さ れ,同 年 直 ち に フ ラ ン ス 語 版

 （Nouuelle Instruction） も上 梓 さ れ た 。 全 体 の5分 の4を 超 え る 記 帳 例 示 が 省 略 さ れ た 英 語 版 （A

 notable and very excellence woorke） が ロ ン ドン で 出 版 さ れ た の は,1547年 に な っ て か ら の こ と で あ

 る。
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                                     5）
ニ エ が[決 算]残 高勘 定 に振 替 え られ て い る。 例 え ば,灰 色 の フ レー ズ勘 定 を見 る と,1543年2月

3日 付 け で トー マ ス ・グ レ ン フ ェル ト商 会 か ら単 価18ス ー6ド ニ エ の 灰 色 の フ レー ズ を48梱,合 計

               6）
44リ ー ヴ ル8ス ー で 掛 買 い して い る。 売 残 商 品勘 定 に お け る期 末 棚 卸 残 高 は,7梱 で 総 額6リ ー ヴ

ル9ス ー6ド ニ エ とな って い る。 す な わ ち,1梱 当 た り単 価 は,18ス ー6ド ニ エ に な る。 こ の単 価

は,ま さ し く1543年2月3日 時 点 の 取 得 原 価 と一 致 して い る。 期 末 に 設 け られ た[集 合]損 益 勘

7）

定 に は,売 残 商 品 に 関 す る評 価 損益 勘 定 が 計 上 さ れ て い な い の は,い う まで もな い。

 イ ギ リス 人 の 手 に よ る最 初 の簿 記 書 ジ ェ ー ム ス ・ピー ル （James PEELE） の 『勘 定 記 帳 の 方 法 と

そ の 様 式 』 （The manner and fourme how to kepe a perfecte reconyng,1553） で は,イ ン ピ ン 同様,期

            8）

末 に 売 残 商 品 を明 確 に 認 識 し,取 得 原 価 で評 価 し て い る。 取 引例 示 に よ る と,フ ラ ン ス 産 ワ イ ン勘
9）

定 で は,1553年5月25日 に1ト ン 当 た り8ポ ン ド,合 計14ト ン を総 額112ポ ン ドで購 入 して い る。

翌 年 の1554年3月24日 の勘 定 締 切 時 点 で,売 残 商 品2ト ン を総 額16ポ ン ドで 貸 方 に記 帳 し売 上 原価

を算 定 して い る。 す な わ ち,そ の 売 残 商 品 の 評 価 額 は,1ト ン 当 た り8ポ ン ドで あ り,こ の 価 格 は

ま さ し く取 得 原 価 で あ る。

 ピー ル に 遅 れ る こ と14年,ジ ョ ン ・ウ ェ デ ィ ン トン （John WEDDINGTON） の 『簡 単 な る 手 引

き』 （ABreffe lnstruction, and Manner, hove to kepe, merchantes bokes, of accomptes） に お け る フ ェ

ス テ ィ ア ン織 勘 定 で は,9月25日 に トー マ ス ・レ イ ン商 会 か ら購 入 した フ ェ ス テ ィア ン織260ポ ン ド

                                       10）
が 決 算 日 まで に 売 却 さ れ ず,す べ て の 商 品 が 取 得 価 格260ポ ン ドで次 期 に 繰 り越 され て い る。

 1605年 か ら1608年 に か け て ブ ル ー ジ ュ で 出 版 さ れ た シー マ ン ・ス テ フ ィ ン （Simon STEVIN） の

『数 学 的 回 想 録 』 （Vierde Stvck Der Wisconstighe Ghedachtnissen）,あ る い は1635年 に ロ ン ドン で 出 版

され た リチ ャ ー ド ・ダ フ ォー ン （Richard DAFFORNE） の 『商 人 の 鏡 』 （The Merchant Mirror） で

も,売 残 商 品 の 評 価 は,取 得 原 価 で行 わ れ て い る。 こ の よ うな傾 向 は,一 般 的 に は,18世 紀 ま で 継

承 され る。

（2） 18世 紀 の 期 末 棚 卸 商 品 の評 価

 18世 紀 の イ ギ リス を代 表 す る ジ ョ ン ・メ イ ヤ ー （John MAIR） は,1736年 に エ デ ィ ンバ ラ で 出版

さ れ た 彼 の 第1の 簿 記 書 『組 織 的 簿 記 』 （Bookleeeping Methodi2'd） の 中 で,取 扱 商 品 の 各 荷 口別 に

                                   プライムコスト

設けられたいわゆる口別商品勘定の記帳に当た り,「借方に[仕 入れた商品の]取 得原価 と[そ れ

5）YMPYN, Christofells Jan, Nouuelle Instruction, Antwerpen,1543, grant liure, fo1.10.

6） Ibid., grant liure fo1.10&Iournal.

7） Ibid., grant liure, fo1.22.

8） PEELE, James, The manner andプ わ%槻 θhow to kepe a perfecte reconyng, London,1553, The

 Quaterne or greate booke of accomptes, fo1.15.

9） PEELE, James, Op. Cit., The Quaterne or greate booke of accomptes, fo1.6.

10）YAMEY, B. S., EDEY, H. C. and THOMSON, H. W., Accounting in England and Scotland：

 1543-1800,London,1963, fo1.29.
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に か か っ た]諸 費 用 を記 帳 しな さ い 。 そ して,貸 方 に は そ の 商 品 の 売 上 す な わ ち売 却[額]を 記 帳

し な さ い」 と述 べ,「 も し,商 品 の 不 足 や 超 過,す な わ ち そ の 重 量 や 数 量 に過 不 足 が あ れ ば,… …

この 場 合,[数 量 の]不 足 して い る摘 要 欄 に,な ぜ そ の 数 量 が付 け加 え られ る か とい う理 由 と と も

に,そ の 「数 量 の]前 に 不 足 あ るい は 超 過 とい う言 葉 を書 き,も う一 方 と等 し くさせ るた め に 同数

             バランス    イクオリティ                        11）

を追 加 させ る こ とに よ っ て,均 衡 とか 一 致 が,修 復 され な け れ ば な らな い」 と棚 卸 差 損 の 計 上 も

認 識 し て い る。 メ イヤ ー が 期 末 棚 卸 商 品 の評 価 基 準 と して 取 得 原価 基 準 に 準 拠 し て い た の は,明 白

で あ る。

 1765年 に ダ ブ リン で 出 版 さ れ た ダ ウ リン グ （Daniel DOWLING） の簿 記 書 『イ タ リア 式 簿 記 の完

全 体 系 』 （、4Compleat System of Italian Book-keeping） で も,期 末 棚 卸 商 品 の 評 価 は,取 得 原 価 に

         12）

よ って 説 明 され て い る。

3.棚 卸資産に対する時価評価の登場

（1） ヘ イ ズ の 時価 評 価

 18世 紀 の イ ギ リス で 出 版 さ れ た 簿 記 書 の 中 で,売 残 商 品 の評 価 基 準 に 取得 原 価 で は な く時 価 を提

唱 し た著 書 と して,1731年 に ロ ン ドン で 出版 され た リチ ャー ド ・ヘ イ ズ （Richard HAYES） の 『現

代 簿 記 』 （Modern Book-keeping'or, The ltalian Method imProved） お よ び1741年 に 同 じ くロ ン ドンで

出版 さ れ た 同 書 の増 補 版 とい え る 『ジ ェ ン トル マ ン の 完 全 な簿 記 係 』 （The Gθη漉 〃zα漉 comPlete

book-keePer） を挙 げ る こ とが で き る。

 元 帳 諸 勘 定 の 締 切 に 関 し て は,第7章 か ら第12章 の 合 計 五 つ の 章 に わ た っ て 詳 細 に 説 明 し て い
13）

る。

 と りわ け,第8章 「元 帳 を 閉 じ る こ とな く勘 定 を締 切 る方 法 」 で,ヘ イ ズ は,「 … … 勘 定 の 締 切

に あ た っ て は,さ ま ざ ま な種 類 や 方 法 が 行 わ れ て い る。 そ して,先 ず 始 め に,そ れ が も し商 品勘 定

で あ り,そ して 全 て が 売 れ 残 っ た と きに は,そ の 売 れ 残 っ た全 て の 商 品 に 対 し,勘 定 上 の 借 方 残 高

  プレぜントマ ケッ トプライス

は,現 在の市場価格かあるいは取得原価 （the Price they cost you） で評価する。第2に,商 品の一

部だけが売却されたときは,そ の勘定上の借方残高は,売 れないままで残った商品の価値 を取得原

価か現在の市場価格 のどちらかで[評 価す る]。注.商 人たちは,通 常,彼 らの帳簿を締切るに際

し,手 持ち商品をその時点で売却可能な市場価格で評価す るのが一般的である。 しか し,幾 人かの

11）MAIR, John, Bookkeeping Methodiz'd, Edinburgh,1736, pp.76-7.

12）DOWLING, Daniel, A Cornpleat System of Italian Book-keeping, Dublin,1765, p.33.例 え ば,取

 扱 商 品 の荷 口 別 に 設 け ら れ た ホ ッ プ勘 定 で は 明 らか に 取 得 原 価 で 期 末 に 繰 り越 して い る （Ledger of

 Domestic Proper Accounts, No.1, fo1.7）0

13） HAYES, Richard, Modern Book-keeping：or, The Italian Method improved, London,1731,

 pp.75-92. and The Gentleman's Complete Book-keeper, London,1741, pp.75-92.
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                   14）
商人は,そ のようにしていない」 と述べている。すなわち,彼 によれば,当 時の商人たちは,通 常,
                            プレぜントマ ケットプライス

売 残 商 品 を時 価 で評 価 し て い た こ とが わ か る。 しか も,彼 の い う現 在 の市 場 価 格 は,締 切 時 点 に お

け る売 却 可 能 な市 場 価 格 （the Market Price they go on at, at the Time of their balancing）,す な わ ち

売 価 な の で あ る。 ヘ イ ズ が 期 末 の 売 残 商 品 を売 却 時 価 で 評 価 す る方 法 を 説 い た 背 景 に は,そ れ に

よ っ て生 ず る取 得 原価 と売 却 時価 との 差 額 の 本 質 が,評 価 益 で は な く,「 期 待 利 益 」 な い しは 「み

   15）

な し売 却 」,す な わ ち あ る意 味 で は 「利 益 の 先 取 り」 を当 期 の 利 益 計 算 に 計 上 し た と解 す る こ とが

で き る。

（2） ハ ミル トンの 時 価 評 価

 メ イ ヤ ー の 簿 記 書 と共 に18世 紀 イ ギ リ ス を代 表 す る 簿 記 書 ロ バ ー ト ・ハ ミ ル ト ン （Robert

HAMILTON） の 『商 業 入 門 』 （An lntroduction to Merchandise, Edinburgh,ユ777） で は,そ の 第4部

      16）           17）

「イ タ リア式 簿 記 」 と第5部 「実 用 簿 記 」 で 簿 記 に 関 す る論 述 が 見 ら れ る。 第2部 の イ タ リア 式 簿

記 に よ る 取 引 例 示 で は,売 残 商 品 の 評 価 は,取 得 原 価 で行 わ れ て い る。 例 え ば,ク ロ ー バ ー の種 勘
18）

定 で は,3月12日 に1,200重 量 ポ ン ドを29ポ ン ド17シ リン グ で仕 入 れ,期 末 の4月30日 付 け で 売 残

商 品300重 量 ポ ン ドを単 価6ペ ン ス,総 額7ポ ン ド10シ リン グ で評 価 して い る。1重 量 ポ ン ド当 た

りの 仕 入単 価 は,6.08ペ ン ス に な るが,計 算 上 の 端 数 処理 を考 慮 す れ ば,売 残 商 品 の評 価 額6ペ ン

ス と一 致 して い る。 な お,貸 方 の 数 量 差 異 と して 摘 要 欄 に 書 か れ て い る10重 量 ポ ン ドの棚 卸 差 損 は,

金 額 欄 に 記 帳 され て い な い。 この 点 か ら判 断 す れ ば,最 終 的 に は,棚 卸 差 損 と して別 立 て 控 除す る

の で は な く,自 動 的 に 売 上 原 価 に 参 入 して処 理 され て い た こ とが わ か る。 当 時 の 簿 記 書 で は,こ の

よ うな方 法 で 説 明 す るの が 一 般 的 で あ っ た 。

 しか し,本 文 中 の 説 明 で は,「[元 帳 の]締 切 前 に … …,出 来 るだ け 速 や か に 商 品 の正 確 な手 持 ち

          カレントプライス                                        ヴァリュヒ

有 高を出 し,そ の時点 の時 価,す なわちその所有主が現在購 入 したい と思ってる価 格 にした
                    19）
がって各商品に適正な価格を付けるのが好 ましい」 と述べ,時 価で評価するのが適当である旨の解
                カレントプライス

説をしている。 しかも,ハ ミル トンの時 価は,先 に述べ たヘイズが売却時価 であるのに対 し,再

調達原価で評価す るとしている。売却時価が 「期待利益」,あ る意味では 「利益の先取 り」を意味

しているのに対 して,再 調達原価による評価は,翌 期の 「仕入コス トの早期認識」 を意味 している。

 第5部 「実用簿記」の取引例示のポー トワイン勘定では,1772年4月6日 付けでハー トリー商会

14）Ibid., pp.78-9.こ の 点 に つ い て は, YAMEY, B. S., EDEY, H. C。 and THOMSON, H. W., Op.Cit.,

 p.116,お よ び 高 寺 貞 男 『利 益 会 計 シ ス テ ム の 進 化 』 昭 和 堂,1999,95-7頁 を参 照 。

15） 高 寺 貞 男 『前 掲 書 』95-7頁 。

16）HAMILTON, Robert, A Introduction to Merchandise, Edinburgh,1788,2nd ed., pp.265-466.

17）  Ibid., pp.467-95.

18）  Ibid., pp.314-5.

19） Ibid., p.285.



56 三 田 商 学 研 究

から20大樽のポー トワインを1大 樽当た り32ポン ド,1ダ ース当た り12シ リング,総 額652ポ ン ド

で掛買い している。このポー トワインが期末に売れ残ったため,12月31日 に単価1大 樽：34ポン ド,

1ダ ース15シ リング,総 額77ポ ン ド15シ リングで決算残高勘定に振 り替えている。取得原価ではな

く時価で評価 しているのは,明 らかである。

 ただ し,期 末の売残商品に対す る評価損益勘定は,設 けられていない。 したがって,期 末棚卸商

品の評価損益は,そ の原価性の有無に関わらず,自 動的に,売 上原価に算入 されることになる。18

世紀の後半か ち末葉にかけて,期 末棚卸商品の時価評価に関する会計処理法が登場 して くる。

4.18世 紀 までの固定 資産 の評価方法

 一 般 的 に は,企 業 利 益 な い しは 報 告 利 益 の算 出 に 当 た り,固 定 資産 の 評 価 が重 要 な会 計 問題 と し

て登 場 して く るの は,産 業 革 命 以 降 と りわ け19世 紀 の 前 半 以 降 の こ とで あ る。 しか し,イ ギ リス に

お い て は,す で に16世 紀 の 後 半 の ジ ョ ン ・メ リス （John MELLIS） の 簿 記 書 『勘 定 記 帳 の 簡 単 な教

示 と方 法 』 （ABriefe Instruction and Manner hovv to keepe bookes of Accompts, London,1588） や17

世 紀 後 半 の ス テ ィー ヴ ン ・モ ン テー ジ （Stephen MONTEAGE） の 簿 記 書 『や さ し い借 方 と貸 方 』

（Debtor and Creditor made Easie：or A Short Instruction for the attaiing the Right Use of Accounts,

                                        20）
London,1675） に お い て,家 畜 や 家 具 の 評 価 に 関 す る会 計 処 理 の 記 述 を見 出 す こ とが で き る。

（1） メ リスの固定資産評価

 メリスは,そ の記帳例示 を開始す るに当た り,第3章 「正式な棚卸目録の形式 と作成方法」で棚

卸 目録 を提示 し,そ こで,1.宝 石,指 輪,2.食 器,3.羽 毛布団,ベ ッド,4.胡 椒等の棚卸商品,
                                   21）
5.家 屋,土 地,6.農 場等,7.家 畜,8.債 権等の諸資産 を上げて説明 している。

 これらの期首資産 で開始 された取引例示は,期 中の取引結果を受け,期 末に残存する諸資産を決

算残高勘定に振 り替えている。例示によれば,肝 油 とフランス産赤ワインの二種の商品の売残 と農
 マンションハウス プレ ト

場,建 物,食 器および備品等が示 されている。先ず,建 物勘定の締切手続 きがどのように例示さ

れて説明されているかを見 ることにす る。

 本文中では,必 ず しも,時 価によるのか取得原価によるのかの明確 な説明 を見出すことはできな

20） リ トル トン は,「 初 期 の 減 価 償 却 論 を研 究 し て み る と,問 題 の 見 方 に 二 通 り あ っ た こ と を知 る 。 一

 つ は,減 価 償 却 資 産 を あ た か も個 人 営 業 に お け る売 残 り商 品 の ご と くに 考 察 す る もの で あ り,他 は,

 減 価 償 却 を株 式 会 社 の 長 期 資 産 の 維 持 に 関 連 せ しめ て 考 察 す る もの で あ る 。 … … 前 者 の 減 価 償 却 観 は,

 か な り永 い 年 代 を通 観 し て,ご く少 数 の 簿 記 書 に 散 見 さ れ る 」 （片 野 一 郎 訳 『前 掲 書 』327頁 。LIT-

 TLETON, A. C.,0ヵ. Cit., p.223.） と述 べ て い る。

21）MELLIS, John, A Briefe Instruction and Manner hovv to keepe bookes of Accompts, London,

 1588,The third Chapter,”The forme and maner of keeping a solempne Inventarie.”
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   [図表1]建  物
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1587 1. S. d. 1587 1. S. d.

8.08 ロ ン ドン の セ ン ト ・ク レ 10.9 土地の貸方,私 の建物

メンス小 路 にあ る私 の住 280ポ ン ド,こ の 額 は,

居,現 金 で280ポ ン ド, この帳簿の残高勘定の借 19 Zso 一 冖

私 の メ モ に あ る 記 帳 に 方 に,

よって,ま た棚 卸 目録 の

よ うに,仕 訳帳 の 第4番 総 計280-0-0

目に付 加 す る,そ して私

は,フ ォ リ オ1に あ る既

述の棚卸目録で示されて

い る よ う に,280ポ ン ド

と評価 す る,

総 計280-0-0

R 280 一 一

（J.MELLIS, A Briefe Instruction and Manner hovv to keepe booker of Accompts, London,1588, The Leager A,

fo1.4）

いが,図 表1で は,期 首に財産 目録にあったロン ドンの住居280ポ ン ドが帳簿締切時点に購入価額

の280ポ ン ドでそのまま決算残高勘定に振 り替えられている。す なわち,取 引例示では,固 定資産

の評価を取得原価で行 っているのは明 らかであ り,売 残商品の払出計算は先入先出法にもとづ き取
        22）
得原価で行っていた。

（2） モ ン テー ジ の 固 定 資産 評 価

 1683年 に 『簡 単 な 借 方 と貸 方 』 （Debitorαnd Creditor Made Easie, London,1675） を 著 し た ス

テ ィー ヴ ン ・モ ン テー ジ （Stephen MONTEAGE） は,資 産 の勘 定 と して 借 地 権 付 き農 地,馬,牛,

羊,船 等 の勘 定 記 帳 例 を示 し て い る。

 この 借 地 権 付 き農 地 勘 定 は,1675年4月1日 の 期 首 の 財 産 目録 に300ポ ン ドの 借 地 権 と して 開 始

記 帳 され,借 方 に は農 地 の 維 持 開耕 に 伴 う肥 料 や 種 子,税 金 や 地 代 を記 帳 して い る。 貸 方 に は農 地

の 利 用 に伴 っ て 生 じる乳 製 品や 干 草 の 売 却 収 益 や こ の牧 草 地 で誕 生 し た子 牛16頭 を子 牛勘 定 に14ポ

                                     プレぜントバリュ 

ン ドで振 り替える取引等が記帳されている。締切に当た り,農 地は,期 末における現在 価値の280

ポン ドで評価替えされて,決 算残高勘定 に振 り替え られている。モンテージは,注 書 きで,「 この

リースは,資 本金勘定において300ポ ン ドで評価 されていたが,1年 経過 した現在では,[取 得原価

22） Ibid., The Leager A, fo1.10.
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[図表2]借 地権付き農地
1

1675 1. S. d. 1675 1. S. d.

4.10 資本金一借地権の価値 1 300
一 一 4.23 現金 一チー ズ とバ ター の

20 現金一肥料6荷 分 2 1 10 一 代金 2 22 一 一

21 現金一小麦の種子 2 24 3 冖 25 100荷 の 干 草 一@35s. 15 175 一 一

24 現 金 一ベ ス ・ホ ッブ ス の 5.3 16頭 の 子 牛 一@17s.6d. 11 14 一 一

賃金 2 2 10 一 1676

28 現金一税金 2 1 10 一 4.9 残高一借地権の価値 40 280 一 一

5.1 ジ ョ ン ・ボ ー トン卿

一6ヶ 月分 の地代 16 25 一 一

1676

4.9 損益一利益 12 136 7 一

491 一 一 491 一 一

（S.MONTEAGE, Debitor and Creditor Made Easie, London,1675, fo1.4）

               23）

か ら]評 価 を減 じた方が適切である」 と述べ,決 算にあた り,時 価によって評価替えするのが好 ま

しい とし,そ こで生 じた評価減 を集合損益勘定に振 り替 えている。

 同様に,ボ ナー ド航海向け船勘定でも,取 得原価250ポ ン ドを決算時点で225ポ ン ドに評価替えし
  24）
ている。ただし,こ の評価損は,混 合勘定 として他の諸損益 と一緒にして決算時点で集合損益勘定

に振 り替えている。

 このように,16世 紀のイギ リスにおける簿二記書では,資 産評価の基準は,概 して,取 得原価で行

われていたが,17世 紀に入 ると,時 価で評価す る方法が現れて くることがわか る。

5.18世 紀におけ る固定 資産 の評価 方法

（1） マ ル コム の 固定 資産 評 価

 マ ル コ ム （Alexander MALCOLM） は,彼 の 簿 記 書 『簿 記 あ る い は 商 人 の勘 定 に 関 す る論 述 』

（ATreatise of Book-keeping, or Merchants、4ccounts, London,1731） に お い て,当 時,時 価 評 価 に よ る

方 法 も実 務 で は既 に 見 られ て い た こ と を窺 わせ る説 明 を行 って い る。

 固 定 資 産 に 関 して は,「 カー ス ル 通 りの 建 物 」 勘 定 と 「ブ ロー ド通 りの 建 物 」 勘 定 の 二 っ が例 示

    25）
さ れ て い る。 も ち ろ ん,彼 も ま た,固 定 資 産 とい う概 念 を用 い て い る わ け で は な い。

23）MONTEAGE, Stephens., Debtor and Creditor made Easie：or A Short Instruction for the

 attaining the Right Use of Accounts, London,1675,`Here followeth the Balance of the whole

 Leidger', L2.

24） Ibid., The Leager A, fo1.9.

25）MALCOLM, Alexander, A Tratise of Book-keeping, or Merchants Accounts, London,1731,

 Leger Book No.1, fo1.14.
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 [図表3] カースル通りの建物

59

1729

8.26

10.8

ジ ョ ン ・キ・ヤ ンベ ル

損 益 17

1.

300

10

S.

15

00

d.

00

00

1729

8.26

10.8

ウ ィ リア ム ・デ ビ ッ ドソ

ン…半 年分 の賃 借料

残 高 17

1.

10

300

S.

00

15

d.

00

00

310 15 00 310 15 00

（A、MALCOLM, A Tratise of.Book-lleeping, or Merchants A ccozants, London,1731, fol.14）

 [図表3]か ら明 らか な よ う に,マ ル コム は,固 定 資 産 と して の建 物 勘 定 を 商 品 と同 様 に 混 合 勘

定 と し て処 理 して い る 。 す で に述 べ た よ うに,減 価 償 却 が 登 場 す る19世 紀 前 半 ま で は,主 と して,

混 合 勘 定 と して 記 帳 さ れ て い た。 カ ー ス ル通 りの 建 物 勘 定 は,8月26日 に ジ ョ ン ・キ ャ ンベ ル 氏 か

ら300ポ ン ドで購 入 し,聖 マ ル テ ィ ヌ ス祭 の 日に 負 っ て い る年 金 の4分 の1に あ た る15シ リン グ を

支 払 い,建 物 勘 定 の 借 方 に 合 計 額300ポ ン ド15シ リン グ を記 帳 し,決 算 日に そ の 総 額 を そ の ま ま決

算残 高 勘 定 に 繰 り越 して い る。 な お,こ の建 物 は,現 在 は,ウ ィ リア ム ・デ ヴ ィ ッ ドソ ンの 所 有 で,

年 間20ポ ン ドの 家 賃 を聖 マ ル テ ィ ヌ ス祭 （11月11日 ） と精 霊 降 臨 祭 （復 活祭 後 の 第7日 曜 日一5月 の

末 頃） の2回 に 分 け て,均 等 額 の10ポ ン ドつ つ を受 け 取 って い る。 締 切 に あ た っ て,評 価 減 は 計 上

され ず,取 得 原 価 を そ の ま ま次 期 に 繰 り越 して い る。 建 物 勘 定 の借 方 の 「損 益10ポ ン ド」 の 記 帳 は,

この 半 年 分 の 賃 借 料 を指 し,決 算 時 に 集 合 損益 勘 定 に振 り替 え られ て い る。

 記 帳 例 示 で は,取 得 原 価 で次 期 に 繰 り越 す 方 法 を取 って い る が,建 物 勘 定 と船 勘 定 の 本 文 中 の 説
           ファ ストコスト

明においては,「 それ らを取得原価で評価 しなさい。その額が貸方に記帳されると,修 繕費等 と受

取家賃や受取運送料の差額か ら生 じる貸借差額が損益になる。…… しか もそれ らが[最 終的に]処
               ファ ストコスト

分 されるまでは,私 は,諸 資産 を取得原価で[評 価]し 続ける。あるいはまた,あ なた方は,[そ

の]時 々のもう一つの価値で評価する[方 法を]選 択 してもかまわない。あなた方は,そ れ らを本
            26）
当の価値 と思っているように」 と述べ,決 算時点での資産の評価にあたっては,時 価によって評価

して もそれが必ず しもその価値 を表しているとは限らないため,原 則 として取得原価で行 うのが好

ましく,時 として,時 価での評価 もまた選択肢の一つに入れている。 しかし,期 末棚卸商品の評価

は,取 得原価で行っている。

（2） メ イヤ ー の 固 定 資 産 評 価

 18世 紀 を代 表 す る ジ ョン ・メ イ ヤ ー （John MAIR：1702/3-1769） の簿 記 書 『組 織 的 簿 記 』 （Book-

keeping Methodiz'd, Edinburgh,1736） で は,棚 卸 商 品,船,建 物,そ の他 の 財 産 に つ い て の 期 末 に

お け る 資産 評 価 の 説 明 と記 帳 例 示 が 示 さ れ て い る。

26） Ibid., p.90.
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 第1取 引例示における船勘定は,借 方に取得原価,修 繕費等船の維持にかかった全ての費用が記

入され,貸 方に売却 した り交換 した時の価額,輸 送費や賃貸料等のすべての収益が記帳 される。

 決算に際しての船,建 物,あ るいはその他の資産に関する勘定の締め切 り方にっいては,第3章

「元帳の締切」で述べ られている。貸方記帳に関 して,① 記帳が無い場合,② 売却や整理 した額だ
                                 27）
けの場合,③ 輸送費や賃貸料だけの場合,の 三つを想定 して説明しているが,締 切にあたって次期

に繰 り越す ときの評価額 を原価で行 うのか時価です るのかに関 しての説明は,見 られない。 しか し,

ブ リタニア号の取引例示から判断すれば,決 算残高勘定への期末の振替は,取 得原価で行なわれて
       28）
いることがわかる。

 固定資産の評価に関す る説明は,『 組織的簿記』 とその増補改訂版 といえる 『現代簿記』（Book-

keeping Moderni2 'd, Edinburgh,1773） では,少 し異なっている。すなわち,『組織的簿記』では,船,

建物 あるいはその他の資産の記帳 と締切の説明で,「 ……第3,も し貸方側に運送費や賃貸料のみ

が記帳されている場合は,先 ず最初に,船,建 物等[の 勘定]の 借方に,そ の運送費や賃貸料に対
                                    29）
して,『 損益』 として記帳す る。そして,そ の後で 『残高』 として勘定 を締め切る」 と述べている。

 それに対 して,『 現代簿記』では,「 ……第3,も し貸方側 に運送費や賃貸料のみが記帳 されてい
                       バリュ 

る場 合 は,先 ず 最 初 に,勘 定 の 貸 方 側 に船 や 建 物 の価 額 を 記 帳 し,そ して そ の 後 で,『 損 益 』 と し

       30）                                             ノミリュー
て勘 定 を締 め切 る」 とな っ て い る。 こ こ で い う 「建 物 の価 額 」 とい うの が,彼 の文 中 で の 説 明 の み

か らで は,取 得 原 価 で あ るの か 時 価 で あ る の か 明 瞭 で は な い 。 しか し,取 引例 示 の ス ルー プ 船 勘 定

か ら 明 らか な よ うに,12月31日 の 決 算 日に 取 得 原 価235ポ ン ドが そ の ま ま 次 期 に 繰 り越 さ れ て い
31）

る。 フ リー ト通 りの 建 物 も,同 様 に,取 得 原 価 で 次 期 に繰 り越 さ れ て い る。

（3） ハ ミル トン の 固 定 資 産 評 価

 18世 紀 の イ ギ リス を代 表 す る も う一 人 の著 者 ロバ ー ト ・ハ ミル トン （Robert HAMILTON：1743-

1829） が 著 した 『商 業 入 門 』 （An lntroduction to Merchandise, Edinburgh,1777） で は,そ の 第1取 引

例 示 で,エ デ ィ ンバ ラ の ロー ンマ ー ケ ッ ト通 りに あ る建 物 と船 ハ ザ ー ド号 の4分 の1の 持 分 の 二 っ

固定 資 産 が 説 明 され て い る。

                    グツズ    プロパテイ                      バラ

 ハ ミル トンは,帳 簿の締切 に当た り 「もし商品や他の資 産が全て[期 末に]手 元に残れば,残
ンスシート32）    プレぜントバリュー                              プライムコスト

高 表 の 借 方 に 時 価 で 記 帳 す る 。 そ し て,も し こ の 時 価 が 取 得 原 価 と異 な る と き は,そ の 差 額 は,

27）MAIR, J ohn, Book-keeping Methodiz'd, Edinburgh,1736, p.79.

28）  Ibid., pp.126-7.

29}  Ibid., pp.79.

30）MAIR, John, Book-keeping Moderniz'd, Edinburgh,1773, pp.71-2.

31）  Ibid., pp.180-1.

32） ハ ミル トン は,元 帳 の 締 切 に 先 立 ち 利 益 の 概 算 を 算 出 す る た め に,今 日の 精 算 表 の 役 割 を果 た す 二

 っ の 計 算 表 （残 高 表,損 益 表 ） を作 成 し て い る （渡 邉 泉 『決 算 会 計 史 論 』 森 山 書 店,1993年,第3

 章 を参 照 ）。
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 [図表4]船 ハザー ド号の持分
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一

一
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海での利益の取分

残 高勘 定

1

7

1.

33

140

S.

一

一

d.

『

一

173 一 一 173 一 『

（HAMILTON, R., An Introduction to Merchandise, Edinburgh,1788,2nd ed., pp.314-5）

              33）
損益勘定の適 当な側に記帳される」 と述べている。すなわち,棚 卸商品や固定資産を問わず,資 産
                    34）
に関 しては,時 価で評価するよう説明 している。

 ローンマーケ ット通 りの建物勘定の例示では,期 首の価額が取得原価 でそのまま次期に繰 り越さ
    35）
れているが,上 記の本文説明か ら判断すると,こ れは,取 得原価で評価 したのではなく,開 始記帳

時点の価額 と4ヵ 月後の時価に変動が無かったと解釈すべ きであろう。

 ハザー ド号の4分 の1の 持分は,取 得時の3月25日 では150ポ ン ドであったが,4月30日 では140

ポン ドになっていたので,決 算時点の時価で評価 している。す なわち,150ポ ン ドの所得原価 を時

価の140ポ ン ドに評価替えしているのである。10ポ ン ドの評価損は,航 海による利益の取分 と相殺

され,決 算時に集合損益勘定に振 り替えられている。

 第2取 引例示では,固 定資産 として,デ リジェンス号船 とフリー ト通 りの建物の二つの勘定が例

示されている。両者 とも期 中で売却 して損失が出たため,期 末に当たって決算残高勘定に振 り返る

会計処理がなされず,し たがってそれらの期末における評価額が取得原価であったのか時価 であっ
                           36）
たのか を判断することは,出 来ない。フリー ト通 りの建物勘定は,6月8日 に火災に遭い,7月6
                                  エリア

日に保険会社か ら保険金500ポ ン ドを受け取 り,7月8日 に建物が建っていた場所 を200ポ ン ドで売
  37）
却 した。最終的には120ポ ン ドの損失が生 じ,そ の額 を集合損益勘定に振 り替えている。

6.お わ り に

 ビランチオ （利益処分結合財産 目録）による利益の分配計算の証明手段 として完成 した複式簿記

が記録の信頼性を重視 し,証 拠性の高い証明手段 としての原始記録 を第一に考 え,そ の立脚基盤 を

33）MAIR, J., Op. Cit., p.285.

34） ハ ミル トン の 売 残 商 品 の 評 価 に つ い て は,拙 稿 「16-18世 紀 イ ギ リ ス簿 記 書 に み る売 残 商 品 の 評 価

 方 法 」116-9頁 を参 照 。

35）HAMILTON, R., An Introduction to Merchandise, Edinburgh,1788,2nd ed., pp.306-7.

36） Ibid., p.418.

37） Ibid., p.356.
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原初記録 としての取得原価 においていたのは,必 然の帰結である。商人たちは,悠 久の歴史の中で,

自らが培ってきた商取引におけ る約束事を昇華させ,損 益計算のための記録 システムを創 りあげた。

これが複式簿記である。すなわち,会 計は,生 まれながちにして取得原価 をその立脚基盤 として発

展 してきた。

 しか しながら,17世 紀の後半になると,イ ギリスの簿記書において,資 産 を時価によって評価替
         フィックスド アセッツ

えする方法が,先 ず固 定 資 産 を中心に,登 場 して くる。18世 紀全般にわた り固定資産 とい う概

念自体 は,ま だ用いられていないが,1683年 のモンテー ジの 『簡単な借方 と貸方』では,農 地や船

の時価による評価替えが本文中で説かれ ると同時に,取 引例示においても説明されている。また,

マルコムの簿記書 （1731）では,そ の本文中の説明で,取 得原価 にかわるもう一つの評価方法 とし

て時価による評価を説明している。ハ ミル トンの簿記書で も,本 文 中の説明で棚卸資産 も含めた資

産の期末の時価による評価替えを説明すると同時に,船 勘定等で時価評価の例示をかかげている。

 それに対 して,棚 卸資産の時価評価が明確に説かれるのは,1731年 のヘイズの 『現代簿記』が最

も初期 に属する簿記書である。そこでの時価は,売 却可能な市場価格,す なわち売却時価 であった。
                                38）
1777年 のハ ミル トンの簿記書では,再 調達原価 での評価が説明されている。 しか し,固 定資産の時

価評価は,棚 卸資産のそれに先行 し,当 時の船や建物に代表される固定資産は,一 般の商品 と同様,

混合勘定 として処理されていたため,時 価評価に伴 う評価損は,当 該固定資産 を貸与するなどして

生 じた収益や修繕のための諸費用 などと相殺 され期末に損益勘定に振 り替 えられている。固定資産

の勘定が純粋の資産勘定 として純化 されるのは,19世 紀前半のイギリスにおける鉄道業を中心にし

た減価償却の会計処理が登場 してきてか らのことである。

[大阪経済大学教授]

38） 拙稿 「16-18世 紀 イ ギ リス簿 記書 にみ る売 残商 品 の評価 方法 」 『前掲 書』114-5頁,117-9頁 。




